
座
主
義
演
と
醍
醐
寺
金
剛
輪
院
の
仏
像

副

島

弘

道

は
じ

め

に

桃
山
時

代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
醍
醐
寺
座
主
義
演

(
一
五

五
人
～

一
六
二
六
)
が
行

っ
た
寺
の
中
興
の
事
績
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
彼

は
、
関
白
二
条
晴
良
の
子
で
、
将
軍
足
利
義
昭
の
猶
子
と

な
り
、
永
禄
十
二
年

(
一
五
六
九
)
十
二
歳

で
上
醍
醐
に
上
り
、
天

正
四
年

(
一
五
七
六
)
に
醍
醐
寺
座
主
、
同
十
三
年

(
一
五
八
五
)

に
准
三
后
の
位
を
受
け
、
文
禄
三
年

(
一
五
九
四
)
に
は
東
寺
長
者

を
も
兼
ね

た
。
醍
醐
寺
は
、
九
世
紀
後
半
に
僧
聖
宝
に
よ

つ
て
開
か

れ
て
以
来
、
各
時
代
を
通
じ
て
多
く
の
堂
舎
が
建
立
さ
れ
た
が
、
応

仁
の
乱
に
よ

っ
て
下
醍
醐

の
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
失
わ
れ
、
義
演
が

座
主
に

つ
い
た
当
時
は
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
。

義
演

は
、
豊
臣
秀
吉
の
寄
進
に
よ

っ
て
、
慶
長
三
年

(
一
五
九

人
)
に
現
存
す
る
下
醍
醐
の
五
重
塔
の
修
理
を
完
成
さ
せ
た
。
有
名

な
秀
吉

の
醍
醐
の
花
見
は
、
こ
の
年
の
春

の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
人

月
に
秀
吉
が
没
し
た
後
は
、
豊
臣
秀
頼

の
援

助
を
受
け
て
、
紀
州
湯

浅
満
願
寺
の
堂
を
移
築
し
て
、
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
に
下
醍
醐

の
現
存
す
る
金
堂
が
建
ち
、
慶
長
十

一
年
に
は
下
醍
醐
の
西
大
門
に

あ
た
る
現
存
す
る
二
王
門
が
建
立
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
慶
長
十
年

(
一
六
〇
五
)
に
上
醍
醐
の
主
要
な
堂
で
あ

る
如
意
輪
堂
、
五
大
堂
、

御
影
堂
が
焼
失
し
た
が
、
翌
十

一
年
に
三
堂

と
も
再
建
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
日
見
ら
れ
る
醍
醐
寺
の
伽
藍
の
多
く
は
、
義
演

の
努
力
に
よ

つ
て
再
興
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
金
堂
の
仏
像
や
西
大

門

の
二
王
像
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
考
察
や
紹
介
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
義
演
は
、
多
く
の
堂
宇
と
と
も
に
、
醍
醐
寺

一
山
の
寺

務

の
中
心
と
な
る
下
醍
醐
金
剛
輪
院

(現
在

の
三
宝
院
)
の
再
興
に

も
心
を
く
だ

い
た
。
金
剛
輪
院
は
、
義
演
自
身

の
住
む
場
所
で
も
あ

一12一



っ
た
か
ら
、
そ
こ
に
置
か
れ
る
仏
像
や
道
具
類
に
は
、
ほ

か
の
堂
塔
の
場
合
に
も
ま
し
て
、
義
演
の
意
向
が
強
く
働

い
た
。

こ
こ
で
は
、
従
来
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か

っ
た
義

演
再
興
の
金
剛
輪
院
の
仏
像
と
道
具
な
ど
の
制
作

に
つ
い
て
ま
と
め
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
桃
山
時
代
に
お

け
る
仏
像

の
造
立
や
、
古
仏

の
修
理
に
対
す
る
意
識
の

一

端
を
考
察

し
た
い
。

一

弥

勒

菩
薩

像

の
移

安
、

修

理
と

護
摩

堂

の
荘

厳

縄韆
封　鞴轢
羅
　　

門
の
北
東

に
建
て
ら
れ
た
醍
醐
寺
内
の
院
家
の
名
で
、
現

在

の
三
宝
院

の
建

つ
醍
醐
寺
北
西
角

の
場
所
に
は
、
南
北

朝
時
代
こ
ろ
か
ら
代

々
の
座
主
が
住
房
と
し
て
い
た
院
家

で
あ
る
金

剛
輪
院
が
あ

っ
た
。
後
に
紹
介
す
る
義
演
時
代

の
道
具
類
に
は
、
と
き
お
り
三
宝
院
の
名
が
記
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
義
演
の
時
代
に
も
、
再
興
さ
れ
た
金
剛
輪
院

を
三
宝
院

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
義
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演
は
自
分

の
日
記
に
は
、
こ
の
建
物
を
終
始

「金
剛
輪
院
」
の
名
で

記
し
て
い
る
か
ら
、
本
稿
で
は
、
金
剛
輪
院
の
名

で
統

一
し
て
記
述

を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

若
く
し

て
上
醍
醐
の
光
台
院
に
入

っ
た
義
演
は
、
天
正
三
年

(
一

五
七
五
)

に
下
山
し
、
金
剛
輪
院
を
あ
る
程
度
整
え
て
、
こ
こ
に
住

ん
だ
ら

し
い

(『
先
途
次
第
』
)
。
そ
し
て
、
慶
長
三
年

(
一
五
九

八
)
に
な

る
と
、
豊
臣
秀
吉
の
援
助
を
受
け
て
、
寺

の
本
格
的
な
再

興
を
始

め
た
。
藤
井
恵
介
氏

の
論
考
を
中
心
と
し
て
、
義
演
の
目
記

で
あ
る

『義
演
准
后
日
記
』
に
記
さ
れ
た
経
過
を
た
ど
れ
ば
、
同
年

十
二
月
二
十
四
日
に
は
、
金
剛
輪
院
灌
頂
堂
と
護
摩
堂
が
ほ
ぼ
建
ち
、

　

翌
四
年
五
月
十
四
目
に
護
摩
堂
が
道
場
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
た
。

慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)
五
月
二
十

一
日
に
、
義
演
は
金
剛
輪
院

護
摩
堂
に
、
同
じ
醍
醐
寺
内
に
あ
る
代

々
の
座
主
の
墓
所
と
し
て
の

役
割
を
も

っ
て
い
た
菩
提
寺
か
ら
、
弥
勒
菩
薩
像
を
移
し
た
。

こ
れ

が
現
在
、
醍
醐
寺
三
宝
院
護
摩
堂

(弥
勒
堂
と
も
呼
ぶ
)
に
現
存
す

る
建
久

三
年

(
一
一
九
二
)

の
銘
を
持

つ
、
醍
醐
寺
座
主
勝
賢
発
願
、

仏
師
快
慶
作
の
木
造
弥
勒
菩
薩
坐
像
で
あ
る
(後
掲
図
6
)
。
こ
の
像

は
、
お
そ
ら
く
後
白
河
上
皇
の
追
善
供
養

の
た
め
に
座
主
勝
賢
が
発

願
し
て
、
彼
の
住
房
だ

っ
た
ら
し
い
上
醍
醐
の
岳
東
院
に
置
か
れ
た
　

も
の
だ

っ
た
が
、

い
つ
の
時
代
に
か
、
菩
提
寺
に
移
さ
れ
て
い
た
。

鎌
倉
時
代
の
代
表
的
仏
師
の

一
人
で
あ
る
仏
師
快
慶

の
数
多
い
現
存

遺
品
の
な
か
で
も
、
彼
の
前
半
期
の
は

つ
ら

つ
と
し
た
作
風
を
代
表

す
る
仏
像
で
あ
る
。
弥
勒
菩
薩
像
が
金
剛
輪

院
に
移
さ
れ
た
時
に
は
、

護
摩
堂

の
仏
壇
な
ど
は
未
完
成

で
、
像

は
仮
壇

に
安
置
さ
れ
た

(『
義
演
准
后
日
記
』
以
下
、
と
く
に
示
す
も

の
以
外
は
こ
れ
に
よ

ゑ

。
義
演
は
、
ま
ず
護
摩
堂
に
置
く
大
壇
と
脇
机
お
よ
び
礼
盤
と
灯
台

四
本
を
作
ら
せ
始
め
た
。
慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)
六
月
五
日
に
、

護
摩
堂

の
方
五
尺

一
寸

の
花
形
壇
が
作
ら
れ
始
め
、
六
月
十
三
日
に

お
お
よ
そ
が
で
き
、
二
十
四
日
に
壇
の

一
方

の
花
形
が
で
き
、
二
十

七
日
に
花
形
壇
と
脇
机
、
礼
盤
、
磬
台
が
、

七
月
二
日
に
花
形

の
も

う

一
方
が
で
き
、
四
日
に
灯
台
を
蓮
華
形
に
作
る
こ
と
が
決
ま
り
、

十
二
日
に
四
本

の
灯
台
が

一
応
完
成
し
た
。

八
月
八
日
に
、
義
演
は
花
形
壇
に
打

つ
飾

り
金
具
を
銀
子
二
枚
余

の
費
用
で
作
る
こ
と
を
命
じ
、
九
月
十
三
日
に
金
物
が
で
き
、
二
十

日
に
花
形
壇
以
下
が
大
体
で
き
た
。
十

一
月

一
日
に
花
形
壇
以
下
の

上
塗
り
が
行
わ
れ
て
、
十
二
日
に
花
形
壇

の
灯
台
四
本
の
金
物
が
で

き
た
。
年
が
か
わ

っ
て
、
翌
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
四
月
七
日
に

花
形
壇

の
上
塗
が
で
き
、
八
日
に
花
形
壇
側
面
の
牙
形

(格
狭
間
)

に
仏
師
が
金
薄
を
押
し
始
め
、
十

一
日
に
牙
形
に
絵
が
描
か
れ
始
め

て
、
十
三
日
に
絵
が
完
成
し
、
飾
り
金
具
が
打
た
れ
た
。
こ
う
し
て

四
月
十
五
日
に
花
形
壇
は
こ
と
ご
と
く
完
成

し
、
十
七
日
に
供
養

の

た
め
に
、
醍
醐
寺
内
に
あ
る
清
瀧
宮
拝
殿
に
運
ば
れ
た
。
そ
し
て
、

四
月
二
十
日
に
は
護
摩
堂
に
弥
勒
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
、
花
形
壇
以
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下
が
荘
厳
さ
れ
た
。
七
月
十
七
日
に
、
護
摩
堂
を
道
場
と
し
て
印
可

が
行
わ
れ
た
が
、
新
調
の
花
形
壇
で
あ
る
た
め
に
、
壇
敷
を
敷
か
な

か

っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
作
ら
れ
た
花
形
壇
、

つ
ま
り
密
教
修
法
の
た
め
の
大
壇
は
、

現
在
、

下
醍
醐
の
金
堂
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
、
平
成
十
三
年
八

月
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。
高
さ
三
七
セ
ン
チ
、
幅
、
奥
と
も

一
五

五

.
六

セ
ン
チ
で
、
義
演
の
い
う
方
五
尺

一
寸
に
相
当
し
、
周
囲
に

仰
蓮
と
反
花
を
あ
ら
わ
し
、
各
側
面
に
は
牙
形
、
す
な
わ
ち
格
狭
間

を
五
ヶ
所
ず

つ
あ
ら
わ
し
て
、
そ
の
中
に
金
箔
を
地
と
し
て
牡
丹
を

描
き
、
壇

の
四
隅
と
框
に
蓮
華
唐
草
を
彫

っ
た
金
銅
製
飾
り
金
具
が

打
た
れ

る
。
天
板
裏
に
次
の
よ
う
な
銘
が
あ
る

(図
2

・
3
)
。

醍
醐
寺

三
宝
院

脇
机
牙形在
金
物

一
脚

礼
盤
牙
形在
金
物

一
脚

三
宝
院

磬
台
在
霧

一
慶
長
四
妃

年
月

日

准
三
宮
法
務

(花
押
)

燈
台
花形
在金
物

四
本

以
上
皆
具
新
調
訖
不
可
出
他
所
矣

准
三
宮
義
演

*
墨
書
。
た
だ
し
傍
線
部
は
そ
れ
ぞ
れ
横
桟
部
に
陰
刻
、
墨
入
り
。

ま
た
、
大
壇
と
と
も
に
こ
の
時
作
ら
れ
た
灯
台
四
本
の
う
ち
二
本

図2大 壇(現 金堂)醍 醐寺

 

も
、
現
在
弥
勒
菩
薩
像
が
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
三
宝
院
護

摩
堂
に
現
存
し
て
い
る
。
高
さ
九
五

・
四
セ
ン
チ
、
お
よ
び
九
六

・

三
セ
ン
チ
、
木
造
、
漆
塗
り
で
、
柱
部

の
上
下
に
、
大
壇

の
金
具
と

ほ
ぼ
同
意
匠
の
蓮
華
唐
草
文
を
彫

っ
た
金
銅
製
飾
り
金
具
を
打
ち
、
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図3同 前 天板裏墨書

 

基
台
部
は
反
花
形
に
あ
ら
わ
す
。
二
本
と
も
、
基
台
の
底
部
に
次
の

陰
刻
銘

が
あ
る

(図
4

・
5
)。

慶
長
四
妃
年
作
之

三
宝
院

准
三
宮

(花
押
)

花
形
壇
燈
台
四
本
内

こ
れ
ら
の
銘
か
ら
、
現
存
す
る
作
品
が
、
義
演
が
慶
長
四
年

(
一

五
九
九
)
に
作
ら
せ
た
金
剛
輪
院
護
摩
堂
の
花
形
壇
と
灯
台
で
あ
る

こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
大
壇
な
ど
の
制
作
に

関
す
る
義
演
の
記
述
は
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
。

図4灯 台

(現三宝院護堂)

醍醐寺

図5同 前 基台裏陰刻

 

堂
内
の
大
壇
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
弥
勒

菩
薩
像
の
光
背

の
修
理
と
台
座

の
新
造
は
、
そ
れ
か
ら
か
な
り
の
問

を
お
い
て
始
め
ら
れ
た
。

寛
永
二
年

(
一
六
二
五
)
二
月

一
日
に
、
仏
師
大
□
が
弥
勒
菩
薩

像
の
光
背
に
付
け
る
化
仏
を
作
り
、
塗
師
、
す
な
わ
ち
漆
職
人
が
こ

の
化
仏
を
塗

っ
た
。
二
月
五
日
に
も
光
背
の
修
理
が
行
わ
れ
、
二
月
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八
日
に
塗
師
が
弥
勒
菩
薩
像

の
台
座
を
塗
り
終
わ

っ
た
。
二
月
九
日

に
は
、
台
座
は
こ
と
ご
と
く
修
理
さ
れ
て
、
黒
漆
を
塗
り
金
箔
を
押

す
手
は
ず
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
二
月
十
四
日
に
塗
師
が
再
び

台
座
を
塗

っ
た
。
お
そ
ら
く
、
金
箔

の
下
地
と
な
る
黒
漆
塗
り
が
進

め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
永
三
年
三
月
十
九
日
に
は
金
箔
を
作
る

打
士
が
来
寺
し
、
金
箔
三
二
二
〇
枚
を
受
け
取

っ
た
。
こ
の
金
箔

の

図6木 造弥勒菩薩坐像(現 三宝院護摩堂)建 久3年(1192)

快慶作 醍醐寺

枚
数

に
は
、

当
時
、
台
座
と
平
行

し
て
作
ら
れ

て
い
た
、
木
造

の
両

界
曼
荼

羅
仏

台

(後
述
)
に
使
う

金
箔
も
含
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
三

宝
院
護
摩
堂

に
安
置

さ
れ
る
木
造
弥
勒
菩
薩
像

の
本
体

は
、
鎌
倉
時

代

に
仏
師
快
慶
が
造

っ
た

当
初

の
ま
ま

の
も

の
だ
が

(図
6
)
、
光

背
に
付
け
ら
れ
た
九

体

の
化
仏

の
う
ち
、
向
か

っ
て
右

方
の
上
か
ら

一
、
二
、
三
番
目
と
、

左
方

の
上
か
ら

一
、
二
番
目

の
も

の
は
、
作

風
が
残
り

の
鎌
倉

時
代

の
化
仏
と

は
異
な
り
、
義
演
が
記

す
よ
う

に
、

こ
の
五
体
が
お
そ
ら

く
仏
師
大
□

に
よ

っ
て
補
作
さ
れ

た
も
の
で
あ

ろ
う

(図
7
～
9
)
。

現
在
の
弥
勒
菩
薩
像
の
台
座
は
、

木
造
漆
箔

で
、
蓮
華

の
下
に
敷
茄
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子
、
反
花
を
あ
ら
わ
し
、
上
框

の
下
に
う
ず
く
ま

っ
た
獅
子
を
あ
ら

わ
し
、
中
框
、
下
框
を
備
え
た
、
高
さ

一
〇

一
セ
ン
チ
を
越
す
大
き

な
も
の
で
、
蓮
弁
の

一
枚
ず

つ
や
框
に
、
螺
鈿
を
多
用
し
た
豪
華
な

装
飾
が
施
さ
れ
る

(図
10

・
11
)
。
寛
永
二
年
に
、
そ
の
仕
上
げ
塗

り
や
金
箔
押
し
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
制
作
は
そ
の
前
年
頃
に
開

始
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

寛
永

二
年
九
月
二
十
七
日
の
日
記
に
、
義
演
は
、
「弥
勒
菩
薩
像

図7同 前 光背

図8同 前 化仏
建久3年(1192)

図9同 前 化仏

寛永2年(1625)か

 

の
本
尊
と
光
背
は
古
い
も

の
だ
が
、
光
仏

(
光
背
の
化
仏
)

の
う
ち

四
、
五
体
は
今
回
新
造
し
、
ま
た
、
台
座
は
当
初
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
今
回
、
漆
を
塗
り
、
青
貝

(螺
鈿
)
を
入
れ
て
、
金
箔

を
押
し
た
」
と
、
記
し
た
。
現
存
す
る
弥
勒
菩
薩
像

の
光
背
化
仏
の

補
作
と
台
座

の
新
造
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
す

べ
て
完
成
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
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図10同 前 台座 寛永2年(1625)

図11同 前 台座 部分
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義
演
に
よ

っ
て
、
こ
の
時
作
ら

れ
た
弥
勒
菩
薩
像

の

参濁

見
事
な
厶。
座
は
、
意
匠
と
技
術
の
両
面
に
わ
た

っ
て
、

ー

こ
の
時
代

の
仏
像

の
荘
厳
具
と
し

て
最
高
水
準
に
あ
る

瞰

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
.
そ
こ
に
は
、
義
演
の
弥
鑾

。薩

齢

像
の
荘
厳
に
対
す
る
強
い
熱
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。

伽

な
お
、
現
在

の
三
宝
院

の
護
摩

堂
は
、
義
演
が
復
興

の下

し
た
金
剛
輪
院
の
護
摩
堂
そ
の
も

の
で
は
な
い
。
義
演

山・

の
時
代

の
護
摩
堂
を
、
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
か
ら

阯

安
永
二
年

(
毛

七
三
)
頃
に
か
け

て
、
や
や
北
東

の

↑

方
角
に
移
築
し
、
さ
ら
に
拡
張
し

て

茴

り
大
き
蓬

醐

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
が
、
現
在

の
靂

堂

で
あ
る

則

こ
と
が
、5
内
陣
天
井
桁
璧

日な
ど

に
よ

っ
て
確
か
め
ら

獻

れ
て
い
る

(図
n
).

麟

二

不
動
明

王
像

の
修
理
と
両
界
曼
荼

羅
仏

醜

台

の
制
作
な
ど

平

鑓

難

携
黙
ポ籍
鞍

鬆
埋瓣

議

し
た
金
剛
輪
院
に
麌

三
塞

五
九
八
)
+
二
呈

12

日
に
移
し
た
。
こ
の
不
動
明
王
像
は
ひ
ど
く
朽
損
し
て

図

い
た
た
め
に
、
慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)
四
月
十
三
日
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図13木 造不動明王坐像(現 旧伝法学院)醍 醐寺

 

に
、
仏
師

が
修
復
の
た
め
に
来
寺
し
、
十
四
日
に
像
を
洗

っ
た
。
表

面
の
古

い
彩
色
が
除
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
十
七
日
に
は
、
像
に

は
め
る

玉
眼
が
新
調
さ
れ
、
七
月
二
十

一
日
に
、
完
成
し
た
不
動
明

王
像
が
開
眼
さ
れ
て
、
七
日
間
の
護
摩
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
不

動
明
王
像

は
金
剛
輪
院
内
の
常
御
所
に
置
か
れ
た
。

慶
長
六
年

(
一
六
〇

一
)
の
義
演

の
日
記
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
こ

の
不
動
明
王
像
は
、
毎
月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
義
演
自
身
が

修
し
た
豊

臣
秀
頼
の
た
め
の
七
座
の
不
動
護
摩

の
本
尊
と
し
て
用
い

ら
れ
た
。
慶
長
三
年
八
月
に
豊
臣
秀
吉
が
没

し
、
彼
の
援
助
に
多
く

を
負

っ
て
い
た
醍
醐
寺
の
復
興
工
事
は
、

一
時
、
中
断
さ
れ
た
。
し

か
し
、
秀
吉
を
継

い
だ
幼
少

の
曲豆
臣
秀
頼

(
一
五
九
三
～

一
六

一

五
)
の
助
力
を
得
て
、
工
事
は
ま
も
な
く
再
開
さ
れ
た
。
義
演
は
、

当
時

の
醍
醐
寺
の
大
壇
越
で
あ
る
秀
頼

の
誕
生
日
で
あ
る
八
月
三
日

に
ち
な
ん
で
、
毎
月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
、

金
剛
輪
院
で
秀
頼
の
た

め
に
不
動
供
を
修
す
る
こ
と
を
恒
例
と
し
て
い
た
。

寺
と
義
演
に
と

っ
て
大
切
な
意
味
を
持

つ
こ
の
不
動
明
王
像
は
、

現
在
、
醍
醐
寺
内
に
建

つ
旧
伝
法
学
院

(真

言
宗
醍
醐
派
の
僧
侶
養

成
所
、
近
年
、
新
伝
法
学
院
が
寺
内
の
ほ
か

の
場
所
に
完
成
し
、
現

在

は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
)
に
、
現
存
し
て
い
る
(図
B
)
。
像
高
人

二

.
五
セ
ン
チ
、
木
造
、
古
色
仕
上
げ
、
玉
眼

の
像

で
、
両
目
を
開

き
、
上
歯
を
あ
ら
わ
し
た
不
動
明
王
坐
像
で
あ
る
。
像
に
は
慶
長
四

年
に
修
理
さ
れ
た
部
分
が
多
く
、
両
腕
と
表
面
の
仕
上
げ
な
ど
は
後

補
で
、
玉
眼
は
通
常
と
は
異
な
り
、
表
面
か
ら
貼
付
け
ら
れ
て
い
る
。

胴
体
な
ど
に
う
か
が
え
る
当
初
の
造
形

の
特
色
を
見
れ
ば
、
お
そ
ら

く
、
平
安
時
代
十
二
世
紀

の
作
品
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
像

に
は
木
造
、
漆
箔
、

一
部
漆
塗
り
の
光
背
と
台
座
が
付
属
し
て
い
て
、

そ
の
台
座
に
次
の
よ
う
な
銘
が
あ
る

(図
14

・
15
)。

(台
座
天
板
表
墨
書
)

此
不
動
明
王
者
、
根
本
上
醍
醐
普
門
院
本
尊
、
異
于
他
霊
像
也
、
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法
務
演

彼
院

退
転
之
後
、
纔

二
結
草
堂
安
置
、
是
仍
雨
露
頻
湿
既
覃
、

尊

躰
破
裂
苺
苔
空
鎖
、
怱
全
座
光
朽
損
、
依
之
先
年
奉
渡
金
剛

輪

院
護
摩
堂
、
如
形
修
理
、
今
□
□
而
課
大
仏
師
康
正
法
印
、

瑟

々
座
并
後
光
悉
新
造
之
、
努
力
々
、
雖
為
暫
時
、
去
当
院
勿

渡
他
所
矣
、

時
慶
長
十

一
歳
柄
十

一
月

日
座
主

准
三
宮

(花
押
)
韓
有
九

(台
座
天
板
裏
横
桟
部
墨
書
)

下
醍
醐
寺
金
剛
輪
院
護
摩
堂

慶
長
十

一
年
柄
十

一
月

日

図14同 前 光背および台座

こ
の
銘
に
よ
れ
ば

、
不
動
明
王
像
は
金

剛
輪
院

の
護
摩
堂
に
置
か
れ
、

一
度
修
理

さ
れ
た
が
、
慶
長
十

一
年

(
一
六
〇
六
)

十

一
月
に
、
失
わ
れ

て
い
た
光
背
と
台
座

が
新
た
に
作
ら
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
担
当
仏
師

は
、

七
条
中
仏
所
の
正
系

で
、
当
時

の
造
仏
界

の
最
有
力
仏
師

で
あ

る
東
寺
大
仏
師
職

の
法
印
康
正
だ

っ
た
。

今
、
現
存
す
る
像
の
光
背
と
台
座
を
見
る

と
、
周
縁
部

に
こ
ま
か

い
火
焔
が
透
彫
り

さ
れ
た
光
背
や
、
重

厚
な
隅
金
旦
ハを
付
け

た
瑟
々
座
に
は
、
さ
す
が
に
丁
寧
な
技
巧
が
認
め
ら
れ
る
。
銘
文
に

豊
臣
秀
頼
の
名
は
見
え
な
い
が
、
彼
は
、
慶
長
十
年
四
月
に
は
右
大

臣
の
地
位
に
昇

っ
て
い
た
。
醍
醐
寺
の
最
大

の
保
護
者

で
あ
る
秀
頼

の
た
め
の
修
法
の
本
尊
で
あ
る
不
動
明
王
像

を
、
義
演
が
こ
の
頃
に
、

あ
ら
た
め
て
荘
厳
し
た
の
に
は
、
そ
れ
相
当

の
理
由
が
あ

っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

慶
長
十

一
年

(
一
六
〇
六
)
当
時
、
醍
醐
寺
で
は
再
建
さ
れ
た
西

大
門
に
安
置
す
る
た
め
に
、
平
安
時
代
後
期

の
長
承
三
年

(
一
=
二

四
)
に
造
ら
れ
た
旧
南
大
門
の
二
王
像

の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
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同
年
五
月

に
京
都
に
運
ば
れ
た
二
王
像
は
、
修
理
を
終
え
て
八
月
十

五
日
に
西
大
門
に
置
か
れ
た
。
修
理
仏
師
は
、
法
印
康
正
で
あ
る
。

義
演
は
真
言
宗

の
高
僧
と
し
て
、
京
都
東
寺
の
長
者
も
兼
ね
て
い
た
。

そ
の
た
め

に
、
現
在
も
東
寺
金
堂
に
そ
の
偉
容
を
示
す
康
正
作
本
尊

薬
師
三
尊

像
の
造
り
始
め
の
儀
式
で
あ
る
御
衣
木
加
持
は
、
慶
長
七

年

(
一
六
〇
二
)
十
月
十
六
日
に
、
義
演

の
住
む
醍
醐
寺
金
剛
輪
院

で
行
わ
れ
た
。
義
演
が
、
不
動
明
王
像

の
光
背
と
台
座
の
新
造
に
、

康
正
を
起

用
で
き
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
が
あ

っ
た
。
不

動
明
王
像

の
光
背
、
台
座
が
完
成
し
て
間
も
な
く
、
十
二
月
二
十
二

日
に
、
義
演
は
大
仏
師
調
進
の
礼
と
し
て
、
銀
三
枚
と
小
袖
な
ど
を

図15同 前 台座天板表墨書

送

っ
て
い
る
。

寛
永
二
年

(
一
六
二
五
)
の
弥
勒
菩
薩
像

の
光
背
修

理
や
台
座
新
造

と
平
行
し
て
、
義
演

は
、

「
両
界
蓮

台
」
と
い
う
名

の
道
具
を
作
ら

せ
始
め
た
。

寛
永
二
年
二
月

一
日
、
弥
勒
菩
薩
像
光
背
の
化
仏
の

制
作
が
始
ま

っ
た
日
に
、
番
匠
、
す
な
わ
ち
製
材
や
木

工
を
業
と
す
る
職
人
が
、
両
界
蓮
台

の
下
地
を
作
り
始

め
た
。

二
月
五
日
に
そ
の
下
地

の
お
お
よ
そ
が
で
き
、

八
日
に
漆
が
塗
り
始
め
ら
れ
た
。
下
地
と
は
、
こ
の
場

合
は
木
造
工
事
の
こ
と
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。
十
四
日

に
仏
師
両
人
が
両
界
蓮
台
の
蓮

座
を
刻
み
、
八
月
二
十

九
日
に

「両
界
曼
荼
羅
蓮
台
」
な
ど
に
貝
が
入
れ
ら
れ

た
。
す
な
わ
ち
螺
鈿
に
よ
る
装
飾
が
施
さ
れ
た
。
九
月
二
十
七
日
に

「両
界
曼
荼
羅
蓮
華
座
」

の
漆
塗
り
が
お
お
か
た
完
成
し
た
。

こ
の

「両
界
蓮
台
」
と
い
う
耳
慣
れ
な

い
名
の
道
具
は
、
平
成
九

年
八
月
の
調
査
に
よ

つ
て
、
現
在

の
三
宝
院
護
摩
堂

(弥
勒
堂
)

の

須
弥
壇
上
に
置
か
れ
て
い
る
、
衝
立
形
の
黒
漆
塗
り
の
板
に
、
長
方

形
の
蓮
華
座
と
天
蓋
形
の
屋
根
を
備
え
た
、

二
基

一
組
の
木
造
漆
箔

の

一
種
の
仏
台
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
本
尊
の
快
慶
作
弥
勒
菩

薩
坐
像
の
左
右
に
は
、
現
在
江
戸
時
代
作
の
木
造
弘
法
大
師
坐
像
と

理
源
大
師
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
両
像
の
背
後
に
置
か

れ
た
こ
の
衝
立
形
の
仏
台

(二
基
と
も
高
さ
約

]
二
七
セ
ン
チ
、
幅
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一
一
人
セ

ン
チ
、
奥
五
〇
セ
ン
チ
)
は
、
螺
鈿

の
意
匠
な
ど
に
弥
勒

菩
薩
像

の
台
座
と
共
通
点
が
多

い
た
め
に
、
同
時
代
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
時
に
、
ホ
ゾ

で
ゆ
る
く
留
め
ら

れ
て
い
る
台
と
板
、
お
よ
び
天
蓋
を
外
す
と
、
そ
の
矧
面
な
ど
に
次

の
よ
う
な
墨
書
銘
が
発
見
さ
れ
た

(図

16
～
18
)。

(胎
蔵
界
仏
台
、
向
か

っ
て
右
方
、
弘
法
大
師
像
の
後
方
に
安
置
)

(受
座

上
面
)

胎
蔵
界
、
前
、
寛
永
二
乙
丑
年
十

一
月
五
日
、

此
両
界
新
造
矣
、
法
務

(花

押
)

書
之
、
後

(反
花

内
側
)

前
、
胎
蔵
界
、
後
、

(反
花
底
板
)

胎
蔵
界
、

(格
狭
間
内
側
)
胎
蔵
界
、
前
、

(衝
立
ホ
ゾ
)

胎
蔵
界
、
前
、
胎
蔵
界
、
前

(金
剛
界
仏
台
、
向
か

っ
て
左
方
、
理
源
大
師
像
の
後
方
に
安
置
)

(受
座

上
面
)

金
剛
界
、
前
、
時
寛
永
乙
丑
年
十

一
月
五
日
、

両
界
新
造
畢
、
准
三
后

(花
押
)
、

後
、
三
宝
院
、

(反
花
内
側
)

金
剛
界
、
前
、

(格
狭
間
内
側
)
金
剛
界
、
前
、

(衝
立
ホ
ゾ
)

金
剛
界
、
前
、
金
剛
界
、
前
、

(蓮
華
下
板
前
)
せ
し
て
[
凵

(蓮
華
下
板
後
)
は
じ
め
の
う
口
凵

銘
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
が
義
演
が
作
ら
せ
た
両
界
曼

荼

羅
用

の
蓮
台

で
あ

る
。
銘
に
何
カ
所
か

あ
ら
わ
れ
る

「前
」

「後
」
の
文
字
は
、
各
部
分
を
繋
ぐ
際
に
、

そ
の
向
き
を
指
示
す
る

語
で
あ
る
。
二
基

の
仏
台
は
同
形
同
大
で
、
蓮
華
座

の
蓮
弁
と
反
花

に
螺
鈿
で
宝
珠
を
、
ま
た
、
框
に
は
螺
鈿
と
金
蒔
絵
で
蓮
の
意
匠
を

あ
ら
わ
し
、
下
框
に
は
蓮
華
唐
草
文
を
彫

っ
た
金
銅
製
金
具
を
打

つ
。

ま
た
、
格
狭
間
の
中
に
配
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
違
う
姿
勢
を
と
る
木
造

獅
子
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
で
き
ば
え
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
細
部
ま
で

き
わ
め
て
丁
寧
な
細
工
が
施
さ
れ
る
。

以
前
、

こ
の
作
品
を
初
め
て
紹
介

し
た
際

に
は
、
「板
に
何
か
を

は
め
た
よ
う
な
痕
跡
が
な
い
が
、
銘
文
な
ど
か
ら
は
、
胎
蔵
界
、
金

剛
界
の
曼
荼
羅
を
貼
る
か
、
は
め
る
か
し
て
荘
厳
す
る
た
め
の
台
付

　

き
の
額

の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
」
、
と
推

測
し
た
が
、
そ
れ
は
寛

永
二
年
九
月
二
十
七
日
条
の
義
演

の
日
記
を
見
落
と
し
て
い
た
た
め

の
誤
り
で
あ

っ
た
。
義
演
は
、
仏
台
の
用
途

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

一
、
両
界
万
タ
ラ
蓮
華
座
取
合

コ
ク
ソ

ニ
テ
堅
ム
、
漆

ヌ
リ
大
形

出
来
、
金
薄

ハ
惣
ヲ
カ
タ
メ
テ
後
可
押
支
度
也
、
事
外
サ
ウ

サ
也
、
金
台
両
界

ハ
板
ヲ
漆

ニ
テ
カ
タ
メ
本
尊
ヲ
蒔
絵

ニ
テ

可
図
用
意
也
、
如
此
板

二
書
付
タ
ル

ハ
未
見
及
為
興
隆
仏
法
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仰
付
畢
、
伝
聞
安
祥
寺

二
昔
木
像
ノ
両
界
在
之
由
也
、
灌
頂

堂
建
立
出
来
セ
バ
是
非
共
木
像

二
諸
尊
作
テ
板

ニ
ト
チ
ツ
ケ

テ
未
来
ノ
様

ニ
ト
念
願
不
浅
、

そ
の
意
味
は

「両
界
曼
荼
羅
蓮
華
座
は
、
木
屎
漆
で
堅
め
、
漆
塗

り
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
金
箔
は
漆
塗
り
が
す
べ
て
終
わ

っ
て
か
ら
押

す
予
定
だ
。
意
外
に
大
変
な
作
業
だ
。
金
剛
界
、
胎
蔵
界
の
諸
尊
は
、

板
を
漆

地
で
固
め
て
、
そ
の
上
に
蒔
絵

で
描
く
予
定
だ
。

こ
の
よ
う

図17同 前 部分

図18同 前 受座上面墨書

 

な
、
板
に
蒔
絵
で
描
い
た
曼
荼
羅
は
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
仏
法
興

隆

の
為
に
あ
え
て
指
示
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
安
祥
寺

(京
都
山
科

の
真
言
宗
寺
院
)
に
、
昔
、
木
像
の
両
界
曼
荼
羅
が
あ
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つ
た
と
い
う
。
灌
頂
堂
が
完
成
し
た
時
に
は
、
そ
の
よ
う
な
、
木
造

の
諸
尊
を
板
に
付
け
た
曼
荼
羅
を
作
り
た
い
も
の
だ
と
い
う
深
い
念

願
を
も

っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黒
漆
を
塗

っ
た
衝
立
形

の
板
に
、
義
演
は
蒔
絵
で
両
界
曼
荼
羅
を
描
か
せ
よ
う
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
現
在
の
板
に
は
、
蒔
絵
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
。

こ
の
記
事

以
後
、
日
記
に
は
、
仏
台
に
関
し
て
、
寛
永
三
年

(
一
六

二
六
)
三
月
十
九
日
に
、
打
士
両
人
が
来
寺
し
、
仏
台
と
弥
勒
菩
薩

台
座
分

の
金
薄
な
ど
を
受
け
取

っ
た
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
、
寛
永
三
年

(
一
六
二
六
)
閏
四
月
二
十

一
日
、
醍

醐
寺

の
復
興
に
力
を
注
い
だ
義
演
は
、
六
十
九
歳
で
没
し
た
。
蒔
絵

は
、
彼

の
生
前
に
施
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
没
後
も
黒
漆
塗
り
の
ま
ま

の
状
態

に
お
か
れ
て
、
今
日
に
い
た

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ

こ
に
記
さ

れ
た
灌
頂
堂
は
、
慶
長
三
年
に
護
摩
堂
と
と
も
に
柱
が
立

て
ら
れ
た
金
剛
輪
院
の
灌
頂
堂

で
は
な
く
、
義
演
が
あ
ら
た
に
建

て

よ
う
と
し
て
い
た
灌
頂
院
の
堂
の
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。

三

金

剛
輪

院
護

摩

堂
と

古

仏

の
転

用
、

再

生

こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
座
主
義
演
は
、
菩
提
寺

の
弥
勒
菩
薩
像

や
旧
普
門
院

の
不
動
明
王
像
の
よ
う
に
、
目
立
た
な
い
場
所
に
置
か

れ
て
い
た
寺
内
の
古
い
時
代
の
仏
像
を
、
金
剛
輪
院
に
移
し
、
豪
華

な
台
座

を
補
作
し
た
り
、
大
幅
な
修
理
を
加
え
て
面
目
を

一
新
さ
せ

た
。
ま
た
、
彼
自
身
も
見
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
、
新
奇
な
蒔
絵
両

界
曼
荼
羅
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
た
。

義
演
は
、
金
剛
輪
院

の
建
物
の
工
事
に

つ
い
て
、
毎
日
の
よ
う
に

そ
の
普
請
の
具
合
を
日
記
に
記
し
た
。
ま
た
、
寺
内
の
桜
な
ど
の
木

の
移
植
に

つ
い
て
も
、
こ
ま
か
い
指
示
を
た
び
た
び
出
し
た
。
そ
こ

に
は
、
建
築
工
事
や
作
庭
に
対
す
る
強

い
関
心
が
う
か
が
え
る
が
、

同
様
に
、
義
演
は
、
仏
像
の
修
理
や
荘
厳
に

つ
い
て
も
、
相
当
の
興

味
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
金
剛
輪
院

の
再
興
に
際
し
て
、
彼
は
こ
こ
で

見
た
仏
像
な
ど
の
ほ
か
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
仏
像
、
道
具
の
新
造
や

修
理
を
行

っ
て
い
る
。

慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
六
月
十
四
日
に
、
上
醍
醐

の
光
台
院
か

ら
小
塔
二
基
を
取
り
寄
せ
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
和
州
番
匠
に
命

じ
て
、
金
剛
輪
院
護
摩
堂
に
安
置
す
る
た
め

の
小
塔
を
作
ら
せ
た
。

翌
六
年
五
月
三
日
に
、
三
尺
の
小
塔

の
漆
塗
り
が
終
わ

っ
た
。
五
月

六
日
の
日
記
に
は

「小
塔
自
身

コ
ク
ソ
カ
イ

了
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

ど
う
や
ら
義
演
は
、
み
ず
か
ら
木
屎
漆
を
塗

る
こ
と
も
体
験
し
た
ら

　

し
い
。
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
十
月
二
十

五
目
に
、
京
都
か
ら
薄

屋
二
人
を
召
し
て
小
塔
に
金
箔
を
押
し
、
彩
色
は
絵
所
に
行
わ
せ
た
。

ま
た
、
慶
長
六
年

(
一
六
〇

一
)
八
月

一
日
か
ら
、
義
演
は
、
同

年
七
月
に
没
し
た
自
分
の
伯
母
で
あ
る
智
光
院

(
二
條
尹
房
女
)
の

た
め
に
寺
内
で
阿
弥
陀
供
を
行
っ
た
が
、
そ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
本
尊
は

「阿
弥
陀
仏
作
」
の
阿
弥
陀
三
尊
像
だ
っ
た
。
慶
長
十

一
年

(
一
六
〇
六
)
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十

一
月

二
十
四
日
に
、
こ
の
阿
弥
陀
三
尊
像
が
修
理
さ
れ
た
が
、
そ
の

時
の
日
記
に
は
「安
阿
弥
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
安
阿
弥

陀
仏
快
慶
作
と
み
な
さ
れ
た
阿
弥
陀
三
尊
像
が
当
時
の
寺
に
は
あ
っ
た

ら
し
い
が
、
現
在
、
そ
れ
に
直
接
該
当
す
る
仏
像
は
存
在
し
て
い
な
い
。

義
演
は
、
寛
永

二
年

(
一
六
二
五
)
三
月
二
十
日
か
ら
、
長
四
尺

五
寸
の
木
造
愛
染
明
王
像
を
作
ら
せ
始
め
た
。
人
月
二
十

一
日
に
番

匠
が
光
背
を
作
り
、
八
月
二
十
九
日
に
、
仏
師
二
人
が
像
の
新
造
を

行

っ
た

が
、
十

一
月
十
二
日
に
は
、
ま
だ
制
作
途
中
で
、
完
成
に
関

す
る
記
事
は
知
ら
れ
な
い
。
愛
染
明
王
を
本
尊
と
す
る
愛
染
法
は
、

義
演
が
お
り
に
ふ
れ
て
修
法
や
行
事
作
法
の
手
本
と
し
た
、
室
町
時

代
の
醍
醐
寺
座
主
満
済
の
頃
に
も
、
醍
醐
寺
で
は
恒
例
と
さ
れ
て
い

た
修
法

で
、
義
演
も
盛
ん
に
こ
の
修
法
を
行

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
寛

永
二
年

の
日
記
に
は
、
不
動
三
尊
像
、
釈
迦
三
尊
像
、
地
蔵
菩
薩
像

の
古
仏
を
ど
こ
か
か
ら
か
求
め
て
、
そ
れ
を
修
理
さ
せ
よ
う
と
し
た

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

義
演

が
次
々
に
お
こ
な

っ
た
仏
像
な
ど
の
新
造
や
修
理
は
、
い
っ

た
い
ど

の
よ
う
な
意
図
に
も
と
つ
い
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

一

端
は
、

幸
い
な
こ
と
に
、
彼
が
没
す
る
前
年
に
あ
た
る
寛
永

二
年

(
一
六
二
五
)
九
月
二
十
七
日
、
す
な
わ
ち
、
両
界
曼
荼
羅
仏
台
の

制
作
や
弥
勒
菩
薩
像
の
修
理
の
よ
う
す
を
記
し
た
条
か
ら
、
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

マ

マ

一

弥
勒
勝
賢
僧
正
発
起
阿
安
弥
作
山
上
覚
洞
院
本
尊
也
、
中
興

菩
提
寺
建
堂
安
置
畢
、
覚
洞
院
炎
上
ノ
後
菩
提
寺

二
安
置

ス
ル

歟
、
蓮
華
大
座

ハ
新
見
畢
、
今
度
漆

ニ
テ
塗
青
貝
ヲ
入
、
惣
金

薄
ヲ
押
畢
、
本
尊
ト
後
光
ト

ハ
昔
ノ
也
、
光
仏

モ
四
五
躰
新
造
、

此
弥
勒
中
尊
本
尊
ト
シ
テ
愛
染
不
動
二
尊
ヲ
脇
士
可
安
用
意
也
、

両
界

ハ
弥
勒
ノ
左
右

二
可
安
耳
、

*

「阿
安
弥
」
は
安
阿
弥
の
誤
記
か
。
安
阿
弥
陀
仏
快
慶
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
義
演
は
、
快
慶
作
の
弥
勒
菩
薩

像
を
修
理
し
て
、
金
剛

輪
院
護
摩
堂

の
本
尊
に
迎
え
、
修
理
し
た
旧
普
門
院
不
動
明
王
像
と
、

新
造
の
愛
染
明
王
像
を
そ
の
脇
侍
像
と
し
安
置
し
、
さ
ら
に
、
蒔
絵

両
界
曼
荼
羅
仏
台
を
、
弥
勒
菩
薩
像

の
左
右
に
置
こ
う
と
考
え
て
い

た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
た
に
作
ら
れ
た
大
壇
以
下
、
灯
台
な

ど
の
道
具
は
、
こ
の
護
摩
堂
に
置
く
た
め
の
も
の
だ

っ
た
。
義
演
の

計
画
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
知

る
と
き
、
そ
こ
に
は
い

く

つ
か
の
興
味
深
い
事
柄
が
指
摘
で
き
る
。

そ
の

一
つ
は
、
義
演
の
古
仏
に
対
す
る
強

い
関
心
で
あ
る
。
快
慶

作
の
弥
勒
菩
薩
像
を
利
用
す
る
態
度
に
は
、

由
緒
あ
る
す
ぐ
れ
た
仏

像
を
、
台
座
や
化
仏
を
補

っ
て
再
度
荘
厳
し
、
金
剛
輪
院
の
本
尊
に

し
よ
う
と
す
る
意
図
が
顕
著
に
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
旧
普
門
院
不
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動
明
王
像
の
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
見
る
に
堪
え
な
い
ほ
ど
破
損
し

て
い
た
像
を
、
ほ
と
ん
ど
新
造
に
近
い
大
修
理
を
行

っ
て
、
そ
れ
を

修
法
の
本
尊
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
快
慶
作
と
伝
え
る
阿
弥
陀
三

尊
像
の
修
理
な
ど
に
関
し
て
も
、
同
様
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。

義
演

の
古
仏
や
建
物
に
対
す
る
知
識
と
興
味
が
相
当

の
も
の
だ

っ

た
こ
と

は
、
慶
長
六
年
二
月
に
奈
良
の
古
寺
を
歴
訪
し
た
際
の
日
記

に
も
示
さ
れ
る
。
東
大
寺
南
大
門
で
は
、
「柱
巳
下
ノ
躰
、
末
世
難

及
事
也
、
二
王
ノ
勢
難
尽
筆
」
と
、
門
と
二
王
像

の
あ
り
さ
ま
に
深

む

く
感
動

レ
、
法
隆
寺
五
重
塔

の
塑
像
群
を
見
た
お
り
に
は
、

「羅
漢

以
下
驚

目
、
悉
土
仏
也
、
四
方

二
葬
送
ノ
躰
ナ
ト
モ
在
之
、
巌
ノ
中

ニ
ア
リ
」
と
、
見
所
を
正
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
法
隆
寺

の
次
に
訪

れ
た
法
輪
寺
で
は
、
「塔

一
基
、
堂
二
宇
相
残
了
、
其

ツ
ク
リ
法
隆

寺
ノ

コ
ト
シ
、
瓦
ノ
ツ
ク
リ
異
様
也
、
柱

ノ
躰
又
異
様
ナ
リ
、
何
モ

非
当
時

ノ
作
、
上
古
也
」
と
、
現
代

の
美
術
愛
好
家
も
か
な
わ
な
い

注
意
深

い
観
察

の
結
果
を
述
べ
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
特
色
は
、
義
演
が
、
教
義
や
経
典
に
従

っ
た
尊
像
の

組
み
合
わ
せ
に
は
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
当
時

の
自
分
の
目
的

に
そ

っ
て
、
諸
尊
を
護
摩
堂
に
配
置
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

醍
醐
寺
座
主
で
あ
り
、
東
寺

の
長
者
を
兼
務
し
た
義
演
は
、
真
言
宗

の
僧
侶

と
し
て
当
時
最
高

の
地
位
に
あ

っ
た
。
そ
の
住
房
で
あ
る
金

剛
輪
院

の
護
摩
堂
本
尊
に
弥
勒
菩
薩
像
を
選
ん
だ
こ
と
に
、
教
義
あ

る
い
は
信
仰
上
の
強
い
必
然
性
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
義
演
は

弥
勒
菩
薩
像

の
由
緒
と
優
れ
た
で
き
ば
え
に
注
目
し
て
、

こ
の
像
を

本
尊
に
迎
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
脇
に
置
く
不
動
明
王
像
は
、
当

時
の
醍
醐
寺

の
大
檀
越
で
あ
る
豊
臣
秀
頼
の
た
め
の
修
法
の
本
尊
と

し
て
、
古
仏
が
修
理
さ
れ
た
。
愛
染
明
王
像

も
ま
た
、
義
演
が
恒
例

と
し
て
行

っ
た
修
法
の
本
尊
と
し
て
新
造
さ

れ
た
。
義
演
は
、
古
仏

の
価
値
や
利
用
上
の
便
宜
に
も
と
つ
い
て
、

三
尊

の
組
合
せ
を
選
ん

だ

の
で
あ
る
。
両
界
曼
荼
羅
は
真
言
宗

の
教
義

の
根
幹
と
な
る
尊
像

で
あ
る
。
義
演
は
、
そ
れ
さ
え
も
通
常

の
絹

や
紙
に
描
か
れ
た
曼
荼

羅
と
は
異
な
る
、
板
に
蒔
絵

で
描
き
天
蓋
と
蓮
台
を
備
え
た
過
去
に

例

の
な
い
曼
荼
羅
を
考
案
し
た
。
金
剛
輪
院

護
摩
堂
の
堂
内
は
、
義

演
に
よ

っ
て
演
出
、
工
夫
さ
れ
た
、
創
意
に
あ
ふ
れ
る
場
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
義
演
の
日
記
に
は
、
彼
が
こ
の
新
し
い
形
の
仏
台

の

ヒ
ン
ト
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
を
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
示
唆
す
る
記

事
が
あ
る
。
慶
長
八
年

(
一
六
〇
三
)
四
月
十
三
日
に
、
義
演
は
上

醍
醐
の
光
台
院
を
訪
ね
た
が
、
そ
の
帰
り
に
、
経
蔵
に
あ

っ
た
円
光

院
両
界
曼
荼
羅
を
見
て

「無
類
也
、
仍
新
造

ノ
心
催
了
」
と
記
し
た
。

義
演
が
見
た
円
光
院
の
両
界
曼
荼
羅
と
は
、
今
日
、
醍
醐
寺
に
現
存

す
る
板
に
金
銅
の
薄
板
を
張
り
、
そ
の
上
に
梵
字
種
子
を
彫

っ
た
金

属

の
円
板
を
取
り
付
け
た
、
そ
れ
ぞ
れ
縦

一
〇
七
セ
ン
チ
、
横
九

一

セ
ン
チ
前
後
の
二
面

一
具
の
珍
し
い
形

の
種
子
曼
荼
羅

(重
文
)
の

こ
と
で
あ
ろ
う

(図
19
)。
平
安
時
代
末
の
醍
醐
寺

の
様
子
を
記
し

た

『
醍
醐
雑
事
記
』
巻

一
に
よ
れ
ば
、
円
光
院
は
応
徳
二
年

(
一
〇
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八
五
)

の
草
創
で
、
本
尊
は

「金
銅
両
界
曼
荼
羅
」
だ

っ
た
。
義
演

の
時
代

に
、
円
光
院
は
す

で
に
存
在
し
な
か

っ
た
が
、
曼
荼
羅
は
上

醍
醐
の
経
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、
最
近

の
工
芸
史
研
究
者

の
説
で
は
、
現
存
す
る
金
銅
両
界
曼
茶
羅
は
、
作

　

風
や
意
匠
の
特
色
か
ら
鎌
倉
時
代

の
制
作
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
も
か
く
、
義
演
が
こ
の
金
銅
製

の
曼
荼
羅
を
見
た
こ
と
は
間
違
い

な

い
。

彼
が
蒔
絵
の
両
界
曼
荼
羅
仏
台
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、

円
光
院

の
曼
荼
羅
を
見
た
二
〇
年
以
上
後

の
こ
と
で
あ
る
。
記
憶
は

薄
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
体
験
は
蒔
絵
両
界
曼
荼
羅
の
制
作
と

何
か
し
ら
の
関
係
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
い
時
代

の
仏
像
や
道
具
類

に
深
く
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
る
と
と
も
に
自
身

の
創

意
を
も
働
か
せ
て
、
義
演
は
金
剛
輪
院
内
の
諸
尊
を
整
え
て
い

っ
た
。

彼
が
、
当
時
、
寺
内

に
あ
る
文
書
や
聖
教
類
を
博
捜
し
て
、
自
ら

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
と
名
付
け
た
寺
誌
を
ま
と
め
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
今
日
、
醍
醐
寺
に
伝
わ
る
膨
大
の
数

の
文
書
類
は
、

義
演

の
収
集
、
分
類
と
保
管
に
か
け
た
熱
意

の
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、

豊
臣
秀
吉
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
壮
麗
な
伏

見
城
が
落
城
し
た
後
、

義
演
は
そ
こ
に
残

っ
た
建
物
を
、
醍
醐
寺

の
御
影
堂
と
し
て
移
建
す

る
こ
と
を
考
え
て
、
寺

の
者
を
視
察
に
行
か
せ
た
こ
と
が
あ
る

(慶

長
六
年
三
月
二
十
三
日
条
)
。
こ
の
計
画
は
実
現
し
な
か

っ
た
が
、

現
在
の
醍
醐
寺
金
堂
は
紀
州
か
ら
移
建
さ
れ
た
建
物
で
あ
り
、
復
興

さ
れ
た
金
剛
輪
院

の
各
堂
舎
も
、
建
築
史
の
研
究
に
よ

っ
て
、
主
と

し
て
他
所
か
ら
既
成

の
建
物
を
移
築
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

義
演

の
古
仏
、
道
具
、
文
書
や
建
造
物
な
ど
に
対
す
る
強

い
関
心

と
、
活
発
な
修
理
や
制
作
活
動
に
は
、
そ
の
時
代
に
伝
わ

っ
た
歴
史

的
な
遺
産
を
正
し
く
評
価
し
、
現
実
的
な
用
途
に
そ

っ
て
効
果
的
に

利
用
し
よ
う
と
い
う
態
度
が
、
終
始
う
か
が
え
る
。
現
在

の
こ
と
ば

で
い
え
ば
、
そ
れ
は
文
化
財
に
対
す
る
研
究
、
保
存
活
動
で
あ
り
、
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そ
の
積
極
的
な
活
用
で
あ
る
。

義
演
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
興
味
と
情
熱
は
、
し
か
し
、
必
ず

し
も
彼

一
人
の
特
殊
な
性
癖
と
し
て
だ
け
理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
。
信
長
、
秀
吉
が
出
て
、
国
内
が
統

一
に
向
か
う
情
勢
の
な

か
で
、
桃
山
時
代
に
は
、
そ
れ
ま
で
や
や
沈
滞
し
た
状
況
だ

っ
た
仏

像
制
作

の
場
で
も
、
文
禄
五
年

(
一
五
九
六
)
完
成
の
京
都
方
広
寺

大
仏
や

、
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
頃
完
成

の
京
都
東
寺
金
堂
薬
師

三
尊
像

の
復
興
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
活
気
あ
る
状
況
が
生
ま
れ
て

い
た
。

醍
醐
寺
座
主
義
演

の
活
動
に
端
的
に
示
さ
れ
た
歴
史
遺
産
の

再
生
と
活
用

へ
の
熱
意
は
、
当
時
の
造
像
界
、
ひ
い
て
は
造
形
文
化

全
体
の
潮
流
を
理
解
す
る
た
め
の
、

一
つ
の
重
要
な
視
点
と
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

注

(敬
称
略
)

1

藤
井
恵
介

「醍
醐
寺
i
山
上

・
山
下
の
伽
藍
と
歴
史
」
(大
橋
治
三

.

藤
井
恵
介

・
前
田
常
作

『
日
本
名
建
築
写
真
選
集
』
九

醍
醐
寺

一
九

九
二
年

新
潮
社
)。

藤
井
恵
介

「三
宝
院
の
建
築
」
(『醍
醐
寺
大
観
』
三
巻

醍
醐
寺
三

二
〇
〇

一
年

岩
波
書
店
)。

2

副
島
弘
道

「醍
醐
寺
三
宝
院
本
堂

(弥
勒
堂
)
の
弥
勒
菩
薩
像
」

(
『醍
醐
春
秋
』
二
一

一
九
九
三
年

真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
)。

3

『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
九
年
末
ま
で
の
分
は
、
『史
料
纂
集
』
に
弥

永
貞
三
、
鈴
木
茂
男
、
酒
井
信
彦
、
副
島
種
経
の
校
訂
に
よ
っ
て
公
刊
さ

れ

て
い
る
。

『
義

演
准
后

日
記
』
第

一
、

第
二
、
第

三

(
一
九
七
六
年

、

一
九
人

四

年
、

一
九

八
五
年

続
群
書
類
従
完
成
会

)
。

慶

長
十
年

以
後

の
未
公
刊
部

分
は
醍
醐
寺

所
蔵
義
演
自
筆

本

に
よ

っ
た
。

4

(
注

2
)
前

掲
論
文

で
は
、

弥
勒
菩
薩

像

の
光
背

は
中
世

の
あ

る
時
期

の
後
補

と
考

え
た
が
、

そ
の
後
、

再
三

の
調
査

に
よ

っ
て
、
光

背

の
ほ
と

ん
ど
は
造
立
当
初

の
も

の
で
あ

る

こ
と
を
確

認
し
た
。

5

村

田
健

一

「三
宝
院
護

摩
堂

」
(
『
醍
醐

寺
大
観

』
三
巻
、
醍
醐

寺
三

二
〇
〇

一
年

岩
波
書

店
)
。

6

副
島

弘
道

「醍
醐
寺

彫
刻
所
在
確

認
調
査

に

つ
い
て
」

(
『美

学

.
美
術

史
学

科
報
』

二
二

一
九
九

四
年

跡

見
学

園
女
子
大
学
美
学

美
術
史
学

科
)
。益

田
佳

苗

「
醍
醐
寺
大

講
堂

の
不
動

明
王
像

と
脇
侍

二
童

子
像

(
『
美

学

・
美
術
史
学

科
報
』

二
三

一
九
九
五

年

跡
見
学

園
女
子
大
学

美
学

美
術
史
学

科
)
。

7

副
島

弘
道

「仏
台

」

(
西
川
新
次

・
有
賀

祥
隆
監
修

『
祈

り
と
美

の
伝

承

醍
醐

寺
展
』

〈特
別
展
図
録
〉

一
九
九
八

年

日
本
経
済

新
聞
社
)
。

8

コ
ク

ソ
は
木
屎
。

木
粉
な
ど

を
漆

に
混
ぜ
た
も

の
で
、
仏
像

表
面

の
修

整
や

、
漆

工
品

の
合
わ

せ
目
や
割

れ
目
を

埋
め

る

の
に
用

い
る

。

「す

み

ず

み
ま
で
も

木

屎
か
う

て
、
水

も
も
ら
さ

ぬ
仲

と
契

り

.

.
」

(浮
世
草

子

『
傾
城

禁
短
気

』

正
徳

元
年

〈
一
七

一
一
〉
)
と

の
例
が
、

中

田
祝

夫
他
編

『
古

語
大
辞
典
』

(
一
九

八
三
年

小
学
館
)

に
示
さ

れ
て

い
て
、

「
コ
ク

ソ
カ
ウ
」
は
、
木

屎
を
塗

る
と

い
う

意
味

で
あ

ろ
う
。
な

お
、
現

在

の
護
摩
堂

の
大
壇

に
置

か
れ
る
木
造
宝

塔

(高

一
〇
〇

.
○

セ
ン
チ
)
に

は
慶
長
九

年

の
銘
が
あ

り
、
義
演

発
願

の
も

の
に
あ
た

る

可
能
性

が
あ
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る
。
9

寛

永

二
年

(
一
六

二
五
)

九
月
二
十
七

日

の
義
演

の
日
記
に
、
愛
染

明

王
像

は
二
尺
四
寸

と
記
さ
れ

る
。

愛
染
明

王
像

は
坐
像

と
し
て
あ
ら
わ
さ

れ
る

こ
と
が
普
通

で
あ
る
。
像
高

二
尺
四
寸

の
坐

像
を
立
像

に
換
算

し

て
、

四
尺
五
寸

と
表
記

し
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ

の
よ
う

に
坐
像
を
立
像

に
換
算

し
て
記
す

こ
と
は
、
史
料

に
し
ば

し
ば
例
が
あ

る
。

10

現
存
す
る
運
慶
等
作

の
国
宝
木
造
金
剛
力

士
立
像

の
こ
と

で
あ

る
。

11

現
存
す

る
法
隆
寺

五
重
塔

の
国
宝

塔
本

四
面
具

の
こ
と

で
あ
る
。

「
羅

漢

」
は
北

面

の
釈

迦
涅
槃

像
を

囲
ん

で
号
泣
す

る
僧
形
像

を

、

「葬
送

ノ

躰
」

は
西
面

の
釈

迦

の
金
棺

と
舎

利
容
器

を
あ
ら
わ

し
た
情

景
を
指
す
。

12

原

田

一
敏

「金
銅

両
界
曼
荼

羅
」

(東
京
国
立

博
物
館

他
編

『
国
宝

醍
醐
寺
展
』

〈特
別

展
図
録

〉

二
〇
〇

一
年

日
本
経
済
新
聞
社

)。

関
根

俊

一

「
金
銅

両
界
曼

荼
羅

」

(有
賀
祥

隆
監
修

総
本

山

醍
醐
寺

他
編

『
世

界
遺

産

醍
醐
寺

展
』

〈特

別
展
図

録
〉

二
〇
〇

一
年

目
本

経
済
新
聞
社

)。

B

醍
醐
寺
文
化
財

研
究

所
編

『
醍
醐

寺
新
要
録
』

上

・
下

(
一
九
九

一
年

法
蔵
館

)、

と
し
て
公
刊
さ
れ

て
い
る
。

14

(注

1
)
藤

井
恵
介

「三
宝
院

の
建

築
」
。

(付

記

)

本

稿

は
跡

見

学

園

女

子

大

学

平

成

十

二

年

度

国

内

留

学

(
留
学

先

、

日
本

女

子

大
学

文

学

部

)

に

よ

る
研

究

成

果

の

一
部

で

あ

る

。

関

係

諸

氏

の
御

援

助

、

お

よ

び

醍

醐

寺

ご

当

局

の
御

高

配

に

深

く

感

謝

申

し

上

げ

る
。
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